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図 2　 施設（児童養護施設・乳児院）と子ども家庭支援センタ （ー区市町村）・児童相談所児童虐待予防策・
子育て支援
13立教大学コミュニティ福祉学部紀要第 22号（2020）
2．おわりに
　サービス資源の一覧を提示するだけならば、ソーシャルワーカーの存在意義は低くなってしま
う。与えられた資源を活用するには、紹介者や提供者と、対象者の間に信頼関係が必要であろ
う。そして、資源を継続して活用でき、その人の生活環境の向上や安心感を得られた時はじめ
て、支援が成り立ったといえるのではないだろうか。さらに言えば、必ずしも物質的・社会的な
資源につなげなくとも、適切なアセスメントに基づいた勇気づけを与えられるだけで状況が改善
する場合もある。そういった意味で、人を支援することができるのは、やはり人であると筆者は
考える。
　しかしながら今日の子育て家庭が抱える問題は多様化・複雑化しており、一職種や一機関のみ
でサポートすることは困難である。地域の各関係機関が、相互信頼によるコミュニティづくりを
目指して努力し続けていくことが求められている。児童のよりよい育ちを保障するため、既存の
施設や里親の活用を図りながら、地域ネットワークを基盤とした新たな社会的養護の展開を検討
し続けていきたい。
　本稿では、子ども家庭支援センターの取り組み事例からみえた「窓口」としての意義を提示し
た。しかしながら、その意義を詳細に検討するまでに至らなかった。それについては今後の課題
として、事例検討や調査研究を重ねていきたい。
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